
地

珠

第
二
十
玉
谷

節
二
班

岩
穴

三
〇

良

之

夫

蔓

湾

の

民

屈

∫

二

番
人
の
民
屋

特

色
t,
レ
イ
人
種
に
属
す
る
姦
轡
の
番
人
は
を
の
任
地
が

山
地
で
あ
る
乙
と
と
そ
の
文
化
の
耕
度
が
平
地
に
住
む

漢
族
に
此
し
て
劣
っ
て
ゐ
る
こ
と
等
の
た
め
其
の
民
屋

に
は
次
の
様
在
特
色
が
あ
る
｡
即
ち
そ
の
建
築
材
料
は

住
む
土
地
の
自
然
は
採
取
し
得
る
材
料
で
あ
る
C'
例

へ

ば
草
木
を
混
じ
た
も
の
'
茅
'
竹
､
粘
板
岩
(
石
磐
帯
)

等
の
も
の
を
以
で
屋
根
或
は
壁
を
覆
し
て
ゐ
る
｡
を
の

建
築
様
式
は
教
も
簡
単
夜
も
の
で
あ
っ
て
部
屋
も
多
-

は
上
室
の
み
で
あ
る
｡

番
人
は
多
-
の
種
族
に
分
れ
る
が
種
族
に
よ
る
差
異

は
大
し
た
も
の
で
夜
-
､
そ
の
種
族
の
任
地
は
依
っ
て

自
然
の
健
件
が
典
る
た
め
は
'
夫
々
多
少
の
差
異
を
持

つ
濃
度
で
あ
る
｡
例

へ
ば
パ
イ
ヮ
ン
族
の
北
部
に
あ
る

も
の
は
皆
建
築
材
料
と
し
て
粘
蔽
岩
を
用
ふ
る
も
南
部

の
79
の
と
東
部
の

1
部
は
之
を
用
以
ざ
る
は
､
占
居
地

の
地
質
前
者
は
粘
坂
岩
系
は
屈
す
も
､
後
者
は
第
三
紀

の
洪
積
層
に
係
占
う
之
が
材
料
を
得
難
さ
ほ
依
る
｡

又
番
人
の
民
屋
は
見
る
特
色
の
目
立
っ
た
も
の
は
地

を
据
わ
下
げ
て
そ
こ
は
家
を
錐
で
家
屋
各
階
を
低
-
す

る
rJ
と
で
あ
る
｡
こ
れ
は
防
風
の
為
の
施
設
で
あ
っ
て

そ
の
樋
抽
な
も
の
は
家
屋
の
軒
先
は
地
平
線
と
同
じ
高

rb
を
為
し
て
ゐ
る
｡
恰
も
竪
穴
住
家
は
似
た
る
此
鍵
築

蔭
は
ブ
ヌ
ン
族
の

一
部
及
ヤ
ミ
族
住
家
に
此
式
を
用
以

て
ゐ
る
.
更
に
彼
等
の

一
部
に
は
住
家
の
他
に
公
魔
と

栴
す
る
そ
の

用途
が
婁
南
洋
の
ア
バ
イ
(士
人
薬
曾
所
)



ほ
も
似
た
劫
薬
物
や
､
パ

プ
ア
島
の
樹
上
家
屋
に
も
似

た
る
望
楼
を
持
つ
も
の
も

あ
わ
t

や
レ
イ
人
稜
と
し
て

の
番
人
の
民
族
学
的
研
究
の
方
面
に
興
味
あ
る
79
の
も

JP

あ

る

0
衣
に
代
表
的
を
種
族
の
二
㌧
三
に
就

5,で
を
の
氏
屋

を
龍
明
し
ょ
う
｡

タ

イ
ヤ
ル
族
の
民
屋

タ
イ
ヤ
ル
族
の
民
屋
に
閥
し
て
は
藁
輝
線
督
肝
民
政

部
に
ょ
つ
て
調
査
さ
れ
た
る
報
常
態
｢
基
常
春
人
事
情
｣

(
明
治
三
十
二
年
)
は
次
の
や
う
在
記
事
が
あ
る
｡

｢
家
屋

ノ
構
造

ハ
其

ノ
形
式

ノ
大
健

二
於

チ

rt
西
部

及
ヒ
東
部
卜
竜
異
ナ
ル
ア
γ
ヲ
見
サ
レ
ト
毛
其
ノ
外
形

ノ
欺
式

二
至
-
テ
其
趣
ヲ
異

ニ
ス
ル
モ
ノ
ア
-

西
部

｢
ア
タ
イ
ヤ
ル
｣

ノ
家
屋

ノ
外
形

rT
概

シ
テ
四

段

ノ
進
歩
ヲ
嚢

シ
閲

ヒ
ダ
四
境

ノ
欺
式
ヲ
有

セ
タ
第

l

式
ノ
構
造

ハ
澱

竜
原
形
ヲ
春

ス
ル
モ
ノ
エ
近
ク
先

ヅ
四

粘
ヲ
地

三
乎
7
後
柱

二
別
杜

ヨ
リ
モ
低
ク
之

レ
ニ
横
桂

及
ヒ
支
社
ヲ
加

へ
其

ノ
上

工
白
魚

ノ
草
木
ヲ
環

七
懸
ク

ル
竜
ノ
ニ
シ
テ
殆
ン
ト
屋
根
卜
壁
ト
ノ
憧
別
ナ
シ
ト
イ

某

関

の

蛇

犀

フ
巧
不
可
ナ
キ
粗
略

ノ
構
造
-
ス
姉
二
式

ノ
構
揖

霊
肌

着

二
比

ス
レ
'二

歩
ヲ
進
メ
屋
根
卜
壁

ト
ヲ
置
別

シ
箇

々
二
草
木

ノ
韮

ヲ
以

テ

覆

フ
モ
ノ
ト
ス
史

ニ
1
歩
ヲ
進

メ
シ
モ
ノ
ハ

草
木

ノ
某
ヲ
混
用

ス
ル
コ
ト
ナ
ク

1
種
ナ

ル
茅
芭
著
ク

ハ
割
竹

ノ
類
ヲ
用

ヒ
屋
根

二

両
傾
斜
ヲ

為

ス
第
三
式
ノ

構
造

ハ
節
二
式

ノ
家
屋

ノ
後
者

工
一
歩

ヲ
進
メ
乃
チ
其

ノ
家
屋
二
佃
ヲ
前
後

二
各
セ
ル
如
キ
状

ヲ
危

ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
六
杜
ヲ
本
杜

ト
,b
中
央

ノ
二
杜
㌢

少

シ
ク
高
ク
,b
チ
支
柱
ヲ
横
ク

二

1両
傾
斜
屋
敷
下
鳥

ス
鑑

三
一
歩
ヲ
進
メ
シ
モ

ノ
ハ

杜
数
ヲ
槍
加

シ
椅

ホ
屋

内

二
中
央
社
ヲ
有

ス
〆

竜
ノ
ア

γ
ニ
糞

〝
筋
四
式

ノ
構

造

ハ
一
家
軍
鼻

ノ
構
造
ヨ
リ
分
鼻
的
形
状

lI
進

ミ
タ
γ

壬
ノ
エ
シ
テ
茅
農
若

シ
ク

か
割
竹
ヲ
用

ヒ
テ
隔
障
ト

ス

家
屋

ノ
塵
敦

'1
第

山
武

ノ
構
造

工
准
タ
デ

ハ
矯
小
不

定
僅

カ
ニ
身
ヲ
屈

シ
テ
入
り
数
人
ヲ
容

γ
､
ニ
過
サ
ル

竜
第
二
､
三
､
第
四
式

ノ
構
造

tt
進

ミ
チ
ハ
概

シ
テ
長

方
形
ナ
ル
ヲ
多
数

ト
シ
独
行
二
三
間
乃
糞
五
六
間
桁
行

-i
二
間
乃

苔
二
二
四
間
染
高

一
史
乃
至
六
七
尺
穂
高
五
六

八
乃
発
七
八
八
ト
ス1宅

三
1



嶋

凍

B
t一
十
五
巷

第

二
義

L鮎

水
部

｢
ア
ク
イ
ヤ
ル
し

こ
東
リ
テ
ハ

前
者
第
三
式

ノ
構
造

二
鳥

ス
ル
素
描

ヲ
掘
り
下
ケ
ク
ル
地
面
上

一一

建
設
セ
シ
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
ノ
粍
サ
三
四
尺

乃
車
六
尺

ト
シ
吏

三
共
ノ
飴
土
ヲ
周
囲

二
桁
ミ
上
ケ
内
練

ニ
ハ

石
市
有
片
ヲ
横
堆
シ
吏

二
或

ル
間
隔
ヲ
定
メ
テ
木
柱

ヲ
立
テ
地
面
上
ノ
外
壁

t二

木
i･
ヲ
横
列
シ
箱
根

.1

二
面
傾
斜
ト
シ
必
ス
凄
而

二
竹
片
ヲ
赦
キ
謂
メ
一7
用

準
楚
ヲ
ツ
ク
-
茅
又
か
和
解
石
片
等

ニ
テ

茸
ク
ヲ
普

通
･L
ス
サ
レ
ハ
外
部

ヨ
-
見

ル
ト
キ

ハ
其
ノ
高
サ
橿

メ
タ
低
キ
如
ク
ナ
ル
モ
内
部
ヨ

リ
之
ヲ
鬼

レ
ハ
喫
高

一
丈
内
外
'
糖
高
六
七
尺
ナ
ル
ヲ
普
通
ト
シ
耐
シ
テ

竣
行
五
六
閉
乃
車
七
八
問
桁
行
二
三
聞
乃
車
四
五
閉

ト
シ
支
木
ヲ
抑
シ
込
メ
ル
一
本
幹
ヲ
階
ト
シ
テ
別
人

ス
｣

パ
イ
ワ
ン
族
の
長
居

ert
イ
フ
ン
族
に
就
で
は
地
畢
耕
法

(笥

総
帥
忙
朋
珊
瑚

臥
)
に

｢
婁

帝

パ
弓
ソ
ン
族
見
聞
記

押
畢
士

町
川

市

郎
｣
な
る

一
丈
が
あ
っ
て
､
家
掘
ーこ
附
し
て
次
の
配

布
が
あ
る
｡

A･番 人 の Lt一屋

拝景fJL(..'4ワン蓑) スレー ト霊o暮JL



｢
彼
等
の
家
屋
に
は
少
な
-
と
も
二
積
在
っ
て
憧
春

郡
及
潮
州
郡
の
南
部
で
は
草
葺
き
屋
根
で
同
壁
は
板
及

高
r三
三

八
の
土
塊
で
出
凍

て居
-
潮
州
郡
の
ラ
イ
政

附
近
で
は
粘
板
岩
を
以
て
慮

根止
し
叉
用
壁
と
し
て
ゐ

る
○北

部
の
タ
イ
ヤ
ル
族
の
棟
に
屋
根

に

千
木
を
用
以
在

5,｡
家
内
は
各
部
土

間
で
大
抵
二
軍
に
分
れ
前
室
の
周

囲
に
は
低
-
甑

い
撃

塵
が
取
付
け
ら
れ
て
居
タ
､
鴨
鳳

に
茜
狩
猟
の
ト
ア
ブ
イ
在
る
激
十
桐
の
鹿
数
の
頭
骸
骨

を
飾
っ
て
居
る
.
天
井
は
平
ら
な
鳩
の
も
あ
る
が
潮
州

郡
革
鞘
融
で
見
た
.の
は
帽
旗

小
海
奴
で
出
凍
誠
に
戚
じ

しii.:.

の
良

い
ア
ー
サ
形
を
し
て
唐
花

川

東

日
の
家
は
等
身
大

の
人
像
の
搾
彫
を
戸
口
に
取
付
妹

､･
又
潮
州
郡
ラ
イ
敢

I,pl.

ボ
ン
ガ
リ
ー
就
附
近
で
は
尽
｡
.取
上
部
外
側
は
赤
と
練

で
彩
色
し
た
人
橡
及
蛇
の
搾
彫
恕
取
付
け
で
居
る
｡
潮

～

州
郡
の
ク
ラ
ユ
批
及
ス
ポ
ン
酢
で
は
屋
敷
の
周
囲
に
高

さ
空

ハ
尺
の
玉
有
で
用
水
た
㈲
患
築
い
て
居
-
鷹
は
地

面
よ
旦

三

井
も
低
-
家
が
堺
舟
に
渡

して
居
る
79
の

79･̂あ
る
.｣姦

潤

の

比

国

ア
ミ
旗
の
民
屋

ア
-
族
は
就

では
地
撃
難
詰
(謂

拒
糾
紀
調

㌫

四
)
･

｢
養
轡
の
ア
ミ

族
坪
撃
土

砂
島
武
｣
在
る

一
文
が

あ
っ
て
､
家
屋
に
鋪
し
て
次
の
記
事
が
あ

る
.

｢家
屋
は
暴
風
に
僻

へ

る為
に

1
舷
は
低
-
家
の
周
囲

に
は
桟
榔
樹
や
竹
を
植
ゑ
る
､
屋
根
は
茅
茸
で
宴
は
1

間
切
タ
で
あ
る
､
床
に
は
山
田
に
膝
を
敷
き
つ
め
､
入

イ
Z]叫･

口
に
近
-
土
間
が
あ
っ
て
､
▲地
臆
が
あ
る
.
普
通
の
入

口
の
外
に
家
の
側
方
に
窓
が
あ
-
之
を
サ
ナ
ロ
ラ
ン
と

云
ふ
､
家
族
は
大
抵
十
人
内
外
で
三
十
人
の
多

き
に
連

す
る
TJ
と
も
あ
る
が
､
是
等
の
人
々
は
皆
乙
の
∴
問
の

中
に
郵
然
と
居
任
し
て
居
る
わ
け
で
あ
る
'･
豪
の
附
鑑

に
は
穀
物
倉
庫
や
料
班
小
屋
が
あ
る
､
魚
魔
'
鳥
数
等

は
皆
rJ
の
料
珊
小
屋
で
喰
べ
決
し
て
家
の
中
で
は
喰
べ

な
い
.
是
等
の
家
が
数
十
棟
集
っ
て

山
審
社
数
形
る
'

容
赦
の
入
口
に
は
基
食
用
(
ア
ダ
ワ
ン
)が
あ
み
､
社
時

は
rJ
J
は
青
年
が
儀
泊
-
し
て
外
敵
は
備

へ
た
も
の
で

あ
る
が
､
今
屯
額
此
習
慣
が
宛
っ
て
居
る
所
が
あ
る
｡｣

二
､

本
鳥
人
の
民
屋

l完

三
三





1ヽ

7
鹿
田
題
と
て
魔
党
の
両
側
に
各
二
鼻
を
有
す
る
も
の

(
五
問
題
)も
亦
多

い
が
こ
れ
は
両
側
に
定
に

一
弘
棟
を

.カ
ツキ
エ
ン

低
-
し
て
建
碑
し
た
も
の
で
FJ
れ
を
角

問

と

い
ふ
｡
護

龍
は
概
ね
角
間
よ
ムエ
別
方
に
直
角
に
棟
を
延
ば
す
が
､

護
龍
は
常
に
正
身
よ
少
高
か
ら
ず
と

い
ふ
意
味
の
諺
の

如
-
､
謎
龍
の
棟
は
常
に
正
身
の
棟
よ
-1
も

一
段
低
-

す
る
｡

こ
れ
正
身
に
は
観
光
の
塞
及
帥
俳
を
嗣
る
廟
堂

が
あ
わ
'
長
幼
序
あ
少
と
5'Å
意
味
で
棟
を
低
-
L
で

あ
る
｡
角
間
か
ら
も
横
に
建
増
し
す
る
と
共
に
､
護
寵

か
ら
も
前
方
に
建
槍
し
す
る
が
'
そ
の
際
何
れ
も
順
々

に
棟
を
低
-
す
る
為
に
'
敢
後
に
は
棟
は
著
し
-
低
-

従
っ
て
寮
内
の
天
井
が
低
-
屠
る
為
に
棟
に
傾
斜
を
つ

け
た
も
の
が
あ
る
.
護
龍
に
於
け
る
建
槍
L
は
棟
の
高

さ
の
闘
係
の
み
な
ら
ず
｣
敷
地
に
封
す
る
陶
係
か
ら
無

制
限
に
出
水
覆
い
の
で
､
別
に
こ
れ
に
平
行
し

てそ
の

後
方
に
新
た
に
護
龍
を
角
間
及
び
そ
の
建
槍
し
ょ
少
前

方
は
向
っ
て
延
ば
す
の
で
あ
る
｡
都
骨
や
富
豪
の
家
に

は
正
身
に

並行
し
た
棟
を
建
轍
し
し
た
も
の
が
あ
る
が

こ
れ
に
前
進
'
中
進
'
後
進
の
三
進
'
女
.は
前
進
'
二

凝

滞

の

氏

岸

進
､
三
進
'
四
進
､
後
進
の
五
進
の
別
あ
･-
､
こ
れ
ら

吏

二
鮮
麗
､
五
鮮
麗
,と
小
払
'
蕗
は
棟
の
義
､
超
は
建

在
れ
ば
､
三
棟
麹
､
五
株
鍵
と
い
ふ
義
に
在
-
､
普
通

の
も
の
は
1
鮮
麗
と
い
ふ
｡
謎
寵
の
並
行
せ
る
も
の
は

三
櫨
在
れ
ば
三
傑
護
と
い
払
､
内
方
よ
缶
内
護
'
外
護

第
三
護
と
呼
称
す
る
｡｣

又
'
建
築
材
料
に
輔

し
て
は

｢
家
屋
の
建
築
材
料
は
壁
は
､
.煉
瓦
､
石
材
､
又
は

土
用

(角
叉
は
柄
と
か
き
'
厚
ru
l
糎
帽
二
糎
長
n
三

糎
の
寸
法
の
乾
燥
せ
TO
粘
土
)
.杜
は
木
材
､
竹
材
叉
は

煉
瓦
'
屋
根
は
'克
､
竹
又
は
茅
で
あ
る
｡
南
部
の
集
居

型
栄
藤
ほ
て
は
煉
瓦
遣
わ
は
富
家
で
あ
わ
､
寂
普
通
在

る
は
'
壁
は
土
用
､
杜
は
竹
'
屋
根
は
竹
又
は
茅
の
も

の
で
あ
っ
た
｡
FJ
れ
は
乙
の
衆
蕗
の
雀
皆
的
壌
境
に
座

締
約
に
適
臆
し
カ
も
の
で
あ
る
が
､
土
用
輩
は
殊
に
地

震
に
封
し
て
脆
鍋
夜
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
､
寡
義
附
好

に
頻
磯
す
る
破
壊
的
地
震

(
明
治
三
十
七
年
'
同
三
十

九
年
三
月
'
同
年
四
月
､
昭
和
三
年
.
昭
和
五
年
)
に

封
し
て
新
督
地
方
で
は
屡
々
著
し
い
被
客
が
あ
与
'
崩

〓
1

三
五



地

球

第
二
十
五
巷

壊
し
た
も
の
が
多

い
｡
そ
れ
で
近
年
は
新
た
に
土
用
造

を
造
築
す
る
fJ
と
は
少
-
を
つ
ね
と
5,ふ
も
の
の
､
鉛

家
屋
の
大
部
分
が
(
純
農
村
栄
藤
は
於
で
)土
用
造
で
過

し
て
兼
ね
乙
と
は
経
蹄
的
因
子
の
張
SP
rJ
と
を
物
語
る

も
の
で
あ
ら
う
.｣
と
あ
る
.｡

荷
は
､
本
島
人
民
屋
の
特
色
と
し
て
は
家
屋
の
周
囲

に
刺
竹
の
錐
垣
を
擁
ら
す
革
質
を
轟
げ
る
こ
と
が
出
凍

る
｡
rJ
れ
は
元
衆
は
刺
竹
の
刺
を
以
て
外
敵
の
侵
入
を

防
ぐ
馬
で
あ
る
が
､
防
風
の
た
め
に
も
用
以
ら
れ
る
｡

塞
北
附
近
の
壮
大
な
患
家

本
島
人
農
民
の
最
も
立
派
を
鹿
家
の
1
つ
と
し
宝
金

北
市
の
兼
郊
､
毒
北
州

七
盈
郡

路
山
庄
頂
来
勢
五
官

七
番
に
あ
る
李
中
層
氏
の
邸
宅
を
拳
げ
る
rJ
と
が
出
来

る
0卓

越
す
る
北
東
風
を
防
ぐ
た
め
北
･来
･宙
の
三
方
に

刺
竹
の
銀
垣
を
園
ら
し
..
西
方
に
は
前
庭
及
び
池
を
以

y
開
い
て
ゐ
る
一
つ
の
宅
地
は
正
魔
を
中
心
に
し
て
左

石
は
夫
々
三
翼
を
有
し
約
四
十
個
の
室
を
有
す
る
批
大

在
孤
立
荘
宅
で
あ
る
｡

勝
二
娩

77]1

三

六

正
魔
の
屋
根
の
作
る
特
異
の
曲
線
に
先
づ
支
那
風
の

建
築
物
で
あ
る
rJ
と
を
日
立
ね
し
め
､
そ
の
屋
版
元
は

轟
轡
特
有
の
薄

い
も
の
む
樺
山
組
各
せ
ね
も
の
で
あ
ゎ

二
両
の
屋
根
と
棟
の
作
す
曲
線
も
亦
､
特
異
の
も
の
で

あ
る
○

更
に
そ
の
壁
を
覆
し
て
ゐ
る
磯
は
支
部
よ
み
舶
凍
し

た
も
の
で
あ
っ
て
硬
盤
の
煉
瓦
で
あ
る
.0

此
の
建
築
材
料
と
建
築
様
式
に
本
島
人
民
屋
の
特
色

を
認
め
る
こ
と
が
揖
凍
る
｡

荷
ほ
､
此
の
李
中
居
氏
邸
に
関
し
て
は
波
速
久
雄
氏

の

｢
養
轡
家
屋
の
間
取
園
は
就
て
｣
(
蔓
畢
地
聾
記
事
第

二
巷
雄
三
戟
)
と
い
ふ
報
文
が
あ
る

か
ら
参
考
の
馬
次

に
引
用
し
て
海
-
0

｢
屋
敷
は
基
簿
の
卓
越
風
東
北
の
風
を
避
け
て
多
-
の

屋
敷
が
東
か
ら
南
と
牝

へ
わ
た
る
鶴
形
の
厚
い
竹
薮
で

囲
ま
れ

てゐ
ま
す
｡
た
だ
両
面
の
み
が
開
け
そ
の
前
に

例
の
池
が
あ
る
の
で
す
｡家
屋
と
池
と
の
間
は
前
庭
で
､

rJ
J
は
専
ら
農
事
用
か
子
供
の
遊
び
場
所
と
在
っ
て
働

ま
す
0



屋
敷
を
取
囲
む
竹
薮
は
か
な
-
原
-
､
平
均
五

二
ハ

米
で
厚

小
の
は
十
珠
に
も
及
ん
で
.ゐ
ま
す
｡
私
町
村
つ

i,J
見

A
J
農
家
で
は
取
側
の
竹
薮
は
中
量
に
(
即
ち
二
蒐
)

な
っ

て
む
で
'
中
に
は
野
菜
夜
ど
が
作
ら
れ
て
あ
わ
ま

L
q

O屋
敷
の
束
･申

北
の
三
方
に
は
各
出
入
口
が
あ

-
､
そ

rJだ
け

tI
寸
竹
薮
が
切
少
開
か
れ
て
ゐ
ま
す
.

次
は
家
屋
で
す
が
私
の
見
た
の
は
そ
の
地
の
蕃
家
で

屋
敷
7P
家
屋
も
頗
-
､
家
族
も
六
十
人
と

い
ふ
大
し
光

も
の
で
し
た
か
ら
先
づ
毒
幣
家
屋
の
典
型
的
な
も
の
と

言

へ
ま
せ
う
｡
以
下
あ
ら
ま
し
の
間
取
む
申
上
げ
ま
せ

う
0家

屋
は
正
し
-
柑
而
し

てゐ
ま
す
｡
正
桁
に
は
玄
繭

に
祁
常
す
る
所
が
あ
み
ま

す｡
乙
の
入
口
の
左
右
の
四

第
h
l
.I
趣
と
す
る
正
方
形
が
こ
の
家
の
中
央
部
に
あ
た

み
ま
す
･｡
rJ
の
中
火
部
の
左
右
に
は
瓢
が
作
ら
れ
て
ゐ

ま
す
｡
蟹
は
小
さ
い
家
で
す
と
左
右

一
個
づ
つ
で
す
が

大
き
い
家
で
は
左
右
二
相
,<k
持
っ
て
ゐ
ま
す
｡
し
か
し

二
個
以
上
の
異
を
持
っ
て
ゐ
る
家
屋
は
あ
せ
ら
見
受
け

ら
れ
致
せ
凡
O
乙
の
岡
で
は
左
方
に
更
に
第

三
瓢
が
出

超

洞

の

拭

麟

凍
て
ゐ
ま
す
が

Ⅷ
y
m
m
etris
qh
lこ
は
な
つ
て
.あ
ま
せ

A
.
両
月

い
蔀
は
中
央
部
の
坤
心
水
石
で
敷

冶
t
っ
衿
ら

れ
た
中
庭
(触
発
の
H
of)が
あ
る
輩
と
､
翼
が

必
ず

l

つ
の
中
庭
む
叉
抱

い
て

中
央
部
舵
順
次
に
接
種
t

でゐ

る
串
で
す
｡
こ
の
中
庭

を
持
つ
間
取
は
文
節Ii
停
嫌

の型

で
別
に
rJ
れ
と

い
ふ
利
用
が
あ
ーっ
て
作
ら
れ
七

る
も
の

で
あ
み
せ
せ
ん
｡
そ
れ
で
必
要
に
臆
じ
て
は
乙
ゝ
ほ
翼

に
接
縛
し
て
家
屋
577
へ
作
ら
れ
称
る
の
で
す
｡

さ
>
.も
と

へ
も
ど
っ
て
中
央
部
で
す
が
中
央
部
の
玄

陶
を
入
る
と
塊
の
正
席
は
乙
の
家
の
灘ー
先
及
び
祇

々
の

食
鷹
を
祭
っ
た
祭
観
が
あ
-
ま
す
P
そ
の
間
上
前
寓
の

中
庭
が
怨
の
際
の
怨
場
七
夜
み
ま
す
し
祭
以
外
の
家
族

共
同
の
諸
行
事
も
勿
論
rJ
J
で
行
は
れ
ま
す
O
.

中
央
部
は
廊
下
潜
ま
は
つ
て
十
室
あ
わ
せ
す
｡
次
の

節

.i
中
庭
に
出
れ
ば
第

一
翼
の
各
室
が
革

へ
セ
す
.
こ
.

れ
も
各
室
の
前
を
廊
下
が
迫
っ
て
ゐ
ま
す
｡
第
二
翼
及

び
第
三
瓢
も
第

一
翼
と
同
じ
形
で
あ
-
ま
す
｡
宴
は
以
-

上
の
政
を
も
の
で
す
が
､
こ
の
他
に
家
畜
小
屋
'納
屋
'

肥
料
小
屋
が
糞
の
外
側
か
､
或
は
家
屋
と
垂
-
離
れ
て

】三

三

七



地

球

弟

二
十
五
容

造
ら
れ
て
あ
ヵ
ま
す
｡

こ
の
様
を
形
の
家
が
竹
薮
で
囲
ま
れ
て
､
そ
の
所
々

は
芭
蕉
脚
が
の
ぞ
い
て
ゐ
る
と

い
っ
た
風
夜
の
が
9
..つ

毒
轡
鹿
家
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
で
あ
み
ま
す
｡L

市
街
地
の
民
屋

本
島
人
の
市
術
地
の
民
屋
に
特
典
を
79
の
は
鹿
波
の

そ
れ
で
あ
る
｡
即
ち
狭

い
通
路
を
挟
ん
で
軒
を
接
し
て

ゐ
る
家
屋
の
屋
根
が
互
に
向
以
側
の
家
屋
の
屋
瓶
と
連

ね
合

っ
て
ゐ
る
rJ
と
で
通
路
の
上
を
掩
ふ
て
ゐ
る
乙
と

は
在

る
｡
又
夫
々
の
家
屋
は
間
口
が
極
端
に
狭
-
奥
行

が
樋
鼎
は
長

い
fJ
と
で
あ
る
｡
つ
ま
み
日
本
内
地
は
見

る
横
の
長
屋
を
礁
は
し
た
格
好
の
も
の
が
あ
る
｡
こ
れ

ら
は
そ
の
瑚
由
と
し
て
外
敵
の
防
備
､
砂
塵
や
強
烈
を

日
光
を
防
ぐ
為
の
設
備
で
あ
る
rJ
と
が
斎
藤
替
氏
は
依

っ
て
奉
げ
ら
れ
て
ゐ
る
｡
氏
の
｢
鹿
港
の
市
術
と
家
屋
｣

(蔓
轡
地
撃
記
事
第
二
番
第
三
故
)在
る
記
事
に
そ
れ
は

踊
す
る
梓
し
い
散
明
が
あ
る
｡

｢
乙
の
人
口
三
常
五
千
の
術
の
本
通
力
で
ru
へ
'
遭
隔

僅
か
に
三
-
四
米
今
目
白
敷
革
の
通
行
TP
許
さ
れ
て
ゐ

鱒

二
班

二
四

三

<

夜

い
｡
ま
し
て
甚
通
･ctに
至
っ
て
は

一
米
に
も
足
ら
夜

い
所
が
あ
る
｡
か
･J
る
道
で
も

一
両
は
御
影
石
或
は
煉

瓦
を
敷
き
つ
め
坦
々
と
し
て
'砥
の
如
き
道
路
で
あ
る
｡

rJ
の
狭
路
を
挟
ん
で
軒
を
接
し
て
ゐ
る
家
屋
は
'
互
は

向
以
側
の
家
屋
と
屋
根
を
連
ね
粂
-
道
路
の
上
を
掩
ふ

て
ゐ
る
｡
奮
態
を
磯
し
て
ゐ
る
廃
で
は
道
路
上
の
屋
根

は
轟
轡
将
有
の
平
ら
在
煉
瓦
で
赦

dT,つ
め
も
そ
の
上
を

自
由
に
歩
行
す
る
こ
と
が
出
氷
る
｡
故
に
二
階
か
ら
他

家
の
二
階

へ
社
裸
が
出
凍
る
の
み
で
夜
-
､
屋
根
か
ら

屋
根

へ
何
魔
ま
で
も
歩

い

て行
-
こ
と
が
掲
凍
る
｡
故

に
rJ
れ
は
屋
上
道
路
で
あ
身
又
屋
上
公
園
で
あ
る
.
社

普
婦
女
子
は
街
路
に
は
出
を

レ､
で
､
此
上
を
散
歩
し
.

こ
の
上
を
隣
家
は
社
務
し
､
叉
此
上
で
鵜
n
へ
飼
つ
ね

と
言
は
れ
て
ゐ
る
｡
そ
れ
で
乙
の
屋
上
道
路
に
而
し
て

二
階
か
ら
立
派
夜
観
音
開
き
の
尿
の
つ
5,カ
門
櫓

へ
の

家
も
今
日
在
は
少
し
は
残

っ
て
ゐ
る
O

FJ
の
掩
以
の
下
の
道
路
は
､
金
牌
と
し
て
隠
遁
状
を

覆
し
､

1
度
市
荷
に
入
T9
と
地
下
の
迷
路
に
入
っ
た
虎

で
集
内
を
知
ち
在

い
者
は
勝
に
迷
ふ
｡
乙
の
街
格
は
爾



は
濡
れ
る
乙
と
は
な
-
1
口
射
を
受
け
ず
ほ
通
行
出
水

暗

い
し
か
し
日
中
で
も
家
屋
は
所
々
に
明
取
-
の
窓
は

あ
る
が
'
日
中
夜
は
屋
内
は
燈
火
を
必
要
と
す
る
｡
故

は
衛
生
状
態
は
非
常
は
恵
-
赤
坊
の
死
亡
率
等
も
決
し

て
少
-
な

い
｡
そ
れ
で
も
晋
か
ら
の
習
慣
で
､
破
れ
た

屋
上
道
路
に
は
板
を
用
以
て
未
だ
に
不
衛
産
衣
日
陰
の

生
活
を
し
て
ゐ
る
｡

何
故
か
ゝ
る
市
街
が
出
凍
ね
か
｡
庇
港
が
封
岸
よ
カ

貿
易
で
隆
盛
を
極
め
た
常
時
に
海
賊
や
土
匪
の
浦
術

へ

の
使
入
社
防
ぐ
た
め
に
､
街
路
を
出
凍
る
だ
け
狭
除
に

し
て
'

要
所
要
所
の
出
入
口
に

は
堅
固
夜

戯
門
を
設

け
'
街
路
上
に
は
堅
牢
な
屋
根

を
作
っ
た
の
で
あ
る
｡

免

一
方
季
節
風
の
土
砂
を
防
ぎ
強
い
熱
帯
の
日
射
を
遁

ざ
る
目
的
の
あ
っ
ね
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
.

故
に
高
所
か
ら
眺
め
た
鹿
港
術
に
は
樹
木
は
見
ら
れ

ず
､

一
面
屋
根
の
海
で
あ
1,㌔

其
の
尾
根
を
被
っ
て
列

人
で
ゐ
る
電
杜
の
行
列
が
主
要
波
路
の
位
置
を
不
し
て

ゐ
る
0

海
賊
や
土
陸
の
襲
雄
を
防
ぐ
籍
に
濁
静
夜
工
夫
で
防

露

渦

の

拭
座

備
さ
れ
た
市
村
に
は
､
各
家
屋
は
叉
各
自
自
衛
の
方
漁

を
構
じ
夜
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
｡
こ
う
し
た
理
由
で

家
屋
に
面
白
5,間
取
が
見
ら
れ
る
｡

家
屋
の
構
造
は
腺
充
を
邦
以
る
fJ
と
は
'
普
通
の
姦

常
人
家
屋
と
襲
身
は
な

い
が
'
を
の
大
き

さ
は
普
通
澗

口
は
三
間
位
で
'
日
本
式
の
横
に
長

い
十
数
軒
蒔

い
た

長
屋
で
は
な
-
､縦
収
十
数
軒
も
盈

い
ね
､
す
な
は
ち
奥

行
の
長

い
家
屋
が
見
ら
れ
る
.
極
端
な
の
に
怒
る
と
取

口
が
三
間
位
で
'
奥
行
四
五
十
間
と
云
ふ
の
が
あ
る
｡

さ
う
し
た
家
屋
に
は

一
家
の
数
夫
婦
が
住
む
FJ
と
も
あ

る
が
､
数
家
族
が
催
ひ
rJ
と
も
あ
る
｡｣

三
､
屋
根
に
裁
て

竹
の
屋
根

屋
根
の
材
料
と
し
て
竹
を
用
ふ
る
fJ
と
は

1
寸
珍
宜

し
い
こ
と
で
あ
る
｡
藤
田
元
春
薯

｢
日
本
民
家
史
｣
は

竹
屋
根
に
関
す
る
詮
明
が
あ
る
が

｢
民
家
を
各
部
竹
で
ふ
-
は
､
今
日
で
は
主
と
し
て

九
州
竹
林
の
多
産
地
に
の
み
残
っ
て
ゐ
る
現
象
で
､
大

〓混

三
九



地

球

節
二
十
五
春

玖
珠
郡
森
町

･
熊
本
輝
阿
蘇
郡
宮
地
町
な
ど
で
は

の
鍵
三
四
寸
も
あ
る
の
を
､
申
分
に
割
っ
て
節
を

拍

きヾ

長
rb
l
間
者
に
き
る
｡
其

一
報
に
切
込
を
つ
-

っ

て
充
棟
の
木
を
通
す
や
ぅ
ほ
し
か
粛
Ln
o
奥
行
四
間

の
家
を
ら
ば
､
前
面
二
段
､
後
両
二
段
の
鎧
等
托
し
て

屋
根
に
な
る
｡
竹
は
牝
牡
交
互
に
仰
伏
せ
し
め
る
｡
屋

崩
の
未
瑞
に
は
押
し
縁
孝
つ
け
て
屋
版
適
か
ら
pJ
れ
む

し
ば
.る
の
で
あ
る
｡
多
-
は
二
薮

で
､
.逮
-
見
れ
ば
丁

度
充
の
本
欝
の
や
う
畝
屋
根
に
な
る

t
の
で
あ
る
..
品
種

は
孟
宗
竹
は
.却
っ
て
霧

い
か
ら
､
苦
竹
h
]主
に
用
以
る

の
で
あ
る
｡｣

｢
閉
-
所
は
よ
る
と
森
町
で
は
､
乙
の
阿
蘇
の
宮
地

よ
り
も
新
竹
屋
根
が
多

い
ら
し

い
.
大
介

･
熊
本
の
外

商
九
州
に
も
竹
屋
根
の
分
布
は
戯

5'で
あ
ら
う
と
恩
は

れ
る
｡L

と
あ
っ
完

州
に
竹
屋
取
の
存
在
す
る
十
と
が
誉

れ
て
′ゐ
る
｡
つ
ま
み
盟
宮
に
竹
の
得
ら
れ
る
所
で
は
竹

を
屋
根
の
材
料
と
し
て
用
以
る
.rJ
と
が
行
は
れ
る
筈
で

あ
っ
て
'
姦
轡
で
も
や
は
与
竹
の
穆
易
い
所
で
は
竹
屋

節
二
班

〓山ハ

四

〇

状
が
あ
る
｡

嘉
北
高
等
撃
校
数
擾
膚
膝
衛
氏
の
談
は
よ
る
と
鹿
港

に
は
竹
屋
根
の
民
屋
が
あ
る
と

い
ふ
｡
=著
者
は
姦
両
市

に
於
で
竹
屋
根
を
見
た
｡
通
栴
銀
座
迫
と
稀
す
る
大
通

少
.O
r喫
茶
店
の
二
階
で
休
ん
で
ふ
と
外
を
見
た
時
は
竹

屋
鶴
が
あ
っ
た
｡
地
間
で
見
る
と
轟
覇
市
来
鹿
町
に
曹

る
所
で
あ
る
｡

二

刀
凍
竹
は
熱
帯
産
の
植
物
で
あ
っ
て
'
基
衡
に
は
竹

瓶
が
多
心
｡
民
屋
の
周
囲
に
刺
竹
の
生
垣
を
作
る
fJ
と

は
班
に
述
べ
た
.｡
又
､
番
人
の
民
屋
に
も
建
築
材
料
と

し
て
竹
七
月
以
守
ゐ
宵
｢
蔓
簡
蕃
族
固
辞
L
(
臨
時
峯
轡

薗
慣
調
査
骨

大
正
周
年
)
を
見
る
と
タ

イ
ヤ

ル
族
の

住
家
と
t
で
竹
を
組
ん
で
壁
を
作
つ
お

や
の
の
馬
具
が

あ
八

又
.I,
ィ
ヮ
ン
族
の
公
廃
(
番
人
の
集
骨
研
)3

屋

磯
は
茅
で
貰

5,
で
ゐ
る
が
其
他
は
竹
と
膝
と
.で
遣
つ
ね

も
の
の
層

典
も
あ
る
｡

い
づ
心
に
せ
よ
､
基
衡
の
民
屋

.S
竹
を
建
築
材
料
と
七
て
多
-
用
以
て
ゐ
る
鮎
は
､
地

人
相
閥
の
｣
現
象
i
Jし
て
認
め
る
て
と
が
甘
凍
よ
う
.

屋
根
の
飾
り
に
就
て



毒

帝
の
砧
収
の

格
好
は
内
地
の
宛
鶴
と

選
っ
て

ゐ
る

｡

一
般
の
拭
砧
の
拭
収
は
切
妻
造

の
も
の
が
多

い
が
T4Jの
棟
の
格
好
が
正
面
か
ら
光
る
と
州
税
h
lな

し
て
反
っ
て
ゐ
る
も
の
が
あ
る
｡
旺
ーこ
述
べ
た
竜
北

市
附
近
の
木
i
?
人
比
絹
は
そ
れ
で
あ
る
｡

..
性
比
拭
以
外
に
'
蓑
幣
に
は
廟
と
称
す
る
も
の

が
あ
っ
て
､
こ
れ
の
砧
収
も
亦
州
税
を
作
っ
て
ゐ
る
D

殊
に
董
満
州
嘉
弟
郡
北
継
姫
親
胸
の
如

き
は
そ
の
屋

収
ーこ
極
端
な
飾

-
A
.附
し
て
ゐ
る
｡
即
ち
.it収
の
ロ

コ
コ
的
ほ
敬
通
し
た
も
の
が
あ
る
｡
か
＼
る
稚
拙
の

:33秋
は
南
支
那
の
来
粘
…1i
か
ら
印
比
支
那
方
面
に
か

け
て
多
-
分
布
す
る
も
の
で
あ
っ
て
'
毒
幣
は
見
る

此
の
.i
収
も
A
そ
ら
-
そ
の
方
而
か
ら
の
俸
凍
で
あ

る
と
考
へ
ら
れ
る
｡

此
の
砧
根
の
相

身
は
恥
な
る
飾
-
に
過
ぎ
老

い
の

で
防
風
と
か
日
射
と
か
の
地
印
嬰
的
理
由
は
無

い
戒

で
あ
る
｡
だ
か
ら
此
の
.3
'収
の
飾
-
に
就
て
の
溝
論

は
比
俗
噂
的
研
究
の
対
象
ーこ
は
な

る
が
､
仙
川

確
的

研
究
の
封
象
と
は
な
-
柑
な

い
.
然
し
'
そ
の
撤
灘

#
.
桝
の

比

〃

C;赦 .酢 を 尾 租

L
t
t.J
.
I

端 南 州 i,"'鞄 郡 北 港 妨 軌碗



地

球

解
二
十
五
容

を
屋
根
の
格
好
は
旗
行
者
の
好
奇
心
を
意
-
に
充
分
奇

異
夜
も
の
で
あ
る
｡

甘
贋
葦
の
屋
根

毒
轡
平
野
の
南
部
は
日
本
に
放
け
る
重
要
を
廿
葦
の

栽
培
地
で
あ
る
が
'
そ
の
地
方
の
民
屋
に
は
甘
濃
の
尭

撃

壷

二
(

四
二

を
利
用
し
て
作
っ
た
甘
薯
芽
の
屋
娘
が
あ
る
O
pJ
れ
は

を
の
土
地
は
容
易
は
得
ら
れ
る
材
料
が
建
築
材
料
と
在

る
1
例
で
あ
っ
て
､
茎
轡
ら
し
い
珍
ら
し
い
屋
根
の
材

料
で
あ
る
｡

(

完
)

隙
岐
列
島
の
水
産
製
造
業
に
就
い
て

安

藤

鐙

一

序

首

筆
者
は
最
妃
極
め
て
短
時
日
で
は
あ
る
が
隠
岐
列
島

を
訪
問
す
る
磯
骨
を
得
た
｡
慣
櫨
と
云
へ
ば
直
ち
に
ス

ル
メ
を
聯
想
n
せ
ら
れ
る
程
懐
蛙
は
水
産
の
豊
か
夜
間

と
し
て
我
々
に
印
象
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
｡
聾
者
は
そ
の

技
術
的
麻
酔
的
な
性
質
か
ら
推
測
し
て
水
産
製
造
業
が

牒
峡
で
は
粕
菅
に
盛
夜
も
の
と
漁
想
し
て
ゐ
た
｡
併
し

乍
ら
賓
際
調
査
し
て
見
る
と
漁
期
に
反
し
て
水
産
製
造

兼
は
現
在
そ
れ
程
凝
達
し
で
居
ら
拍
乙
と
を
知
っ
た
｡

本
稿
で
は
隠
岐
列
島
の
水
産
製
造
業
の
現
状
を
述
べ
.

そ
れ
が
憾
蚊
に
於
で
は
敬
達
し
得
る
如
-
見
え

て教
適

せ
ぬ
理
由
を
不
充
分
乍
ら
詑
明
し
で
見
た
い
と
恩
ふ
の

で
あ
る
｡
勿
論
か
う
し
た
現
象
は
一
部
の
水
産
製
造
業

の
盛
を
地
方
を
除
け
ば
共
通
の
も
の
で
あ
か
か
玖
執

れ

覆

い
が
､
そ
の
瓢
に
就
い
て
は
筆
者
の
用
意
が
足
Tehな

い
の
で
何
と
も
断
言
す
る
乙
と
は
出
水
な
い
.


